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■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 市民が、生命・身体・財産を火災等から守られ、安心して暮らしています

関連する分野別計画 第３次亀山市消防力充実強化プラン

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

災害対応力の充実強化のため、消防指令センター整備工事の完了と、3市による試験運用を開始したほか、継続
的な人材育成や、計画的に施設等の更新を進めるなど、関係機関との連携により施策の推進を図った。また、地
域が設置する防犯カメラの設置支援を行い、体感治安の向上を図ったほか、関連団体への財政支援や他の公共
機関等との連携によるパートナーシップ構築に努めた。今後も、関係各機関とのパートナーシップの充実により、安
全・安心な暮らしに寄与できるよう施策の推進に努める必要がある。

令和７年度 施策評価シート

施策の大綱 １．快適さを支える生活基盤の向上 評価担当者

基本施策 （７） 消防力・地域安全の充実 消防部長　豊田　賢治

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

①
津・鈴鹿・亀山３市消防指令
業務共同運用事業

429,777 広域的な災害対応や初動体制の強化、人員の効率的な運用など、消防行政
サービスの向上を図る体制を整えることができた。また、整備費用においても低
廉化を図ることができた。429,550

①
消防庁舎及び関分署自家用
発電設備改修事業

0 自家用発電設備の設計に含まれる変圧器の基準が改正され、移行期における
製造体制の変化や供給体制のひっ迫により、納期及び価格の見通しが立たない
ため、更新ができなかった。0

④ 地域防犯カメラ設置支援事業
2,000 補助金を交付し、地域の防犯カメラの設置を支援したことで、地域の防犯環境や

防犯意識の向上につながった。523

① 一般管理費（常備消防費）
26,083 救急救命士の継続的な養成をはじめ、三重県消防学校の各課程等に職員を派

遣し、資質向上に努めた。25,047

① 活動費
51,770 団員が使用するヘルメットを更新するなど、個人装備の充実を図ったほか、災害

出動をはじめ、市民への救急法指導、防火広報の実施等の活動に対して、報酬
等を支給した。50,310

① 防災施設整備補助金
1,000 14自治会に対して補助金を交付することで、自治会の初期消火対応力の向上

につながった。967

① 車両整備費
45,289 北東分署の救急自動車1台及び消防団第2分団木下車庫の消防団車両1台を

更新したことにより、救急出動、災害出動時の迅速、的確性が増し、より充実した
活動が行える体制が構築できた。44,816

④ 交通安全対策事業
448 亀山地区交通安全協会及び交通安全対策協議会に対して財政支援を行った。

全国交通安全運動を重点的に、警察及び関係機関等と連携・協力し、交通事
故防止に努めた。448

④ 防犯対策事業
25,349 防犯カメラの維持管理を行った。また、防犯灯補助交換（132件）3,675,200

円、新設（22件）880,300円、管理費補助金（201件）13,508,770円の補助を
実施した。24,376

④
施設整備費（交通安全施設
費）

9,930 区画線等の整備を進めた結果、交通環境の改善が進み、交通事故防止と交通
の円滑化に効果を上げた。また、各自治会からの要望に加え、通学路交通安全
プログラムに基づき、教育委員会や公安委員会（亀山警察署）等と連携して、市
内小・中学校の通学路における対策必要箇所への対応を着実に実施した。9,671

④ 犯罪被害者等支援事業
1,140

「令和５年度版犯罪被害者等支援施策集」を令和７年度版に改訂した。
125

太字：主要事業



■成果指標

1

2

3

4

5

■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

100 100 100

防火対象物への立入検査件数 件 160 Ｒ３ 200 248 335

救急救命士等の有資格者の配置率 ％ 91.8 Ｒ３ 95.9 100

304 260

交通事故死傷者数 人 65 Ｒ２ 101 117 83 101 50人以下

1.71 市民生活に直結する分野であり、前回との比較
で全項目の重要度が上昇した。災害等や犯
罪、交通事故に係る情報は報道等により広く拡
散され、その情報に接する機会も多く重要度は
高まっている。交通・防犯については、日々、そ
の課題は変化しており、その変化に遅れないよ
う、警察署や関係団体等の連携を深め、様々
な機会を通じて満足度向上につなげるよう努め
る。

満足度 0.36 0.49 0.47

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察
（令和6年度施策評価内容を参考記載）

1 緊急時の消防・救急体制が整っている
重要度 1.59 1.63

2 犯罪を防ぐ対策が整っている
重要度 1.54 1.55 1.62

満足度 ▲ 0.25 🔺0.18 ▲0.35

3 交通安全の対策が整っている
重要度 1.48 1.51 1.54

満足度 ▲ 0.21 🔺0.06 ▲0.10

4
重要度

満足度

救命率の向上
三重大学医学部附属病院ハイブリッドワークステーション等へ派遣し、救急隊員の資質向上を
図ったほか、救急講習を通じて応急手当の普及啓発に努めた。

防犯・交通安全対策の推進
関係機関と連携・協力し、防犯・交通安全活動を行った。また、地域の防犯カメラの設置に補助
金を交付し支援したことで、地域の防犯環境や防犯意識の向上につながった。

施策の方向 施策推進に関する考察

消防体制の充実強化
計画的な人材育成、消防団の装備等の更新を進めたほか、指令業務共同運用に係る整備工事
が完了した。今後も消防体制の充実・強化に努める。

防火対策の強化
事業所等の立入検査を強化し、防火管理体制、施設設備の維持管理等の指導を行った。引き
続き、違反是正・検査体制の構築に取り組む。

今後の展開方針

消防体制の充実強化では、指令業務共同運用が正式に開始されたことから、災害状況により応受援体制を適切に運用し市民サービス向上
に努めるとともに、課題であった指揮隊の24時間運用のため、新たに設置した指揮査察課により、現場指揮活動と安全管理の強化を図る。
また、自家用発電設備など消防用施設等の計画的な更新に取り組むほか、継続的な人材育成による職員の資質向上と組織体制の維持を
図る。さらに、消防団については継続して人員確保のため広報活動に取り組むほか、施設等の在り方について方向性を検討する。なお、防火
対策の強化では、法令に基づく違反是正を推進し防火対象物の安全性確保に努める。また、救命率の向上では、救急隊員のレベルアップ
や各医療機関との連携強化を進めつつ応急手当の普及や救急車適正利用啓発に努める。さらに、各取り組みを総括し、次期消防力充実強
化プランを策定する。防犯・交通安全対策については、鈴鹿亀山消費生活センターや防犯関係団体と連携を深め、新たな種類の犯罪情報
共有や周知啓発に取り組み、体感治安向上に向けた対応として、防犯灯ＬＥＤ化促進や地域防犯カメラ設置支援を行う。また、警察署を中
心に市交通安全対策協議会や地域活動団体、協力企業と更なる情報共有や啓発活動の活性化を図っていく。

総合評価
消防体制の充実強化では、３市による指令業務共同運用について、指令センター整備工事が完了し、隣接地域の応
受援体制の見直しを行い、試験運用を開始したほか、効果的な人員配置の実現と、整備費用の低廉化も図ることが
できた。また、教育研修派遣による継続的な人材育成や、常備、非常備の計画的な車両の更新、消防団に係る装備
の更新も実施できた。一方で、老朽化のため、令和６年度から２か年計画で更新を予定していた消防庁舎等の自家
用発電設備は、関連機器の基準改正により機器の価格、納期等が見通せず、更新に至らなかった。消防庁舎等は
災害活動の拠点であり、設備の更新に向け関係部署と調整・情報共有し、再度事業化する必要がある。次に、防火
対策の強化では、事業所等の立入検査を実施し、２年連続で成果指標の目標値を上回り、検査実施のサイクルが確
立されつつある。一方で、重大違反状態にある特定防火対象物は、継続して行政指導を行うも是正に至らなかった。
違反是正には管理権原者に相応の負担が生じる可能性があるが、法令に基づき誠実かつ厳正に対応する必要があ
る。次に救命率の向上では、三重大学医学部附属病院に救急救命士を派遣し、ドクターカーとの連携訓練を実施す
るなど、医療機関との連携強化等を図ったほか、各救急法講習会を開催し、小学校高学年から幅広い年代に対して
応急手当の普及啓発を行った。さらに、マイナ救急実証事業に参加し、傷病者の負担軽減や円滑な救急搬送等に努
めた。一方で、救急出動件数は年々増加傾向にあり、救命率向上のため救急車の適正利用について更なる啓発が
必要である。防犯・交通安全対策の推進では、警察署、交通安全協会、防犯協会や鈴鹿亀山消費生活センター等
の関係機関と連携して、特殊詐欺やＳＮＳ型投資詐欺、交通安全対策等の周知啓発を行ったが、成果指標目標値の
達成には至らなかった。また、地域が設置する防犯カメラの設置を支援し、地域の体感治安向上を図ることとして、積
極的な周知活動を継続実施していく必要がある。

Ｂ
まずまず進んだ


